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ロータリーは
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【 掛川花鳥園にて 】

 
 本日は、富澤ガバナー補佐をお迎えしての例会

です。宜しくお願い致します。ガバナー補佐の意

向により、今日はクラブ協議会となります。会員

の皆様活発な意見をお願い致します。 
 過日、９月１７日に第４２回藤枝市少年サッカ

ーリーグ戦の閉会式があり参列いたしました。当

日、青島幹事、青島副会長、仲田副幹事、酒向奉

仕プロジェクト委員長、栗原財団米山担当リーダ

ーも参列いたしました。６年、５年、４年、３年

の部の表彰があり、優勝チームには、選手各々に、

メダルの授与があり、私たち６名のロータリアン

みんなでメダルを子供達に、首からかけてやり、

握手をして祝ってあげました。子供達は、たいへ

ん嬉しそうにかつ、誇らしげにメダルを見つめて

いました。子供達の手は小さく可愛い手でしたが、

とても柔らかく、感受性の高い手だと感じました。 
 私の来賓の挨拶のなかで、将来Ｊリーガーにな

るように努力してくださいと伝えると共に、指導

者の方々、ご両親に感謝しなさいと話しました。 
 会員の皆様全員で閉会式に参列し、子供達とか

かわってください。そして、市民の方々に、藤枝

ロータリークラブの存在を周知いたしましょう。 

■ 幹 事 報 告                 青島 彰君 
◎富澤ガバナー補佐を迎えて―― 会長幹事会 

出席者  富澤静雄ガバナー補佐 

     事務局長 髙杉 光洋 

藤枝ＲＣ 会長 村松 英昭  幹事 青島 彰 

    副会長 青島 克郎 副幹事 仲田 廣志 

    会員増強委員長 松葉 隆夫 

１．会長歓迎の挨拶 

２．出席者の紹介 

３．ガバナー補佐挨拶 

４．議事 

・ 地区大会終了後ＧＳＥメンバーバス同乗の

件 

・ ＧＳＥ歓迎会地区大会当日開催したいので

藤枝クラブにも協力願いたい 

・ １０月５日（金）会長幹事会、会長欠席のた

め副会長出席 

• 国際ロータリー第２６２０地区２００６～０７

年度報告書がガバナー事務所より届いておりま

す。 

• ２００８年～０９年青少年交換派遣学生第２次

募集のご案内が青少年交換小委員会より届いて

おります。 

• 「緑の募金」秋の募金運動への御協力について市

役所公園緑地課より届いております。 

■ 出 席 報 告         鈴木 廣利君 
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

25／35 71.42％ 25／35 71.43％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○池ノ谷君 ○櫻井君 ○酒向君 ○仲田晃君  
○成瀬君 ○増田君 飯塚君 板倉君 鈴木舜君   

望月志君  
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■ ビ ジ タ ー                     

 

 

Ａテーブル 

リーダー  
村松 英昭君    

 
 

『クラブ例会の進め方』 

メンバー：江﨑、望月晃、栗原 

オブザーバー：村松事務局次長 

１．魅力のある卓話を。外部卓話にもっと力をい

れ、ロータリー関係以外の話が聞きたい。 

２．卓話者による話ではなく、ひとつのテーマに

ついて会員みんなで意見の交換をテーブルご

とに行う。 

３．夜間例会を定期的におこない、より親睦をは

かる。また、南クラブとの合同夜間例会を行

なう。 

 

Ｂテーブル 

リーダー 

青島 彰君 

 

 

『クラブ例会の進め方』 

メンバー：水野、柳原、渡辺、望月俊 

オブザーバー：髙杉事務局長 

１．夜間例会の開催が必要 

２．メンバーのスピーチタイムを毎例会に取り入

れる。 

３．内部卓話を通して情報交換を行う 

４．長期欠席者について何らかの方針を打ち出す。 

 

 

Ｃテーブル 

リーダー 

松葉 隆夫君 

発表 鈴木 廣利君 

 

『会員増強について』 

メンバー：杉山、竹田、村松宏、鈴木晶 

１．当クラブの退会会員の後継者を如何にして入

会させるか今一度考える必要あり。 

２．途中退会者に再度機会を見て入会を奨める 

３．過去に推薦された方々へのアタックをちゃん

としたかどうか、見直しも必要 

４．ロータリーの魅力が薄れてきている（昔はス

テータスな会でなかなか入会出来なかった）

と思われる。今一度ロータリーのよい面を掲

げて勧誘する。 

５．例会の日時とか例会内容についても検討する

必要がある。 

６．その他、クラブ内での友人（特に親しい）を

作れるような状況も必要。親睦をもっと多く

したら・・等の意見があった。 

 

 

Ｄテーブル 

リーダー 

青島 克郎君 

 

『会員増強について』 

メンバー：山田、小西、石垣、後藤、北村   

オブザーバー：富澤ガバナー補佐 

 
髙杉光洋事務局長  村松卓明事務局次長  

◎ガバナー補佐訪問              

富澤静雄ガバナー補

佐がおみえになりま

した。 

 

 

■ クラブ協議会           
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富澤ガバナー補佐にオブザーバーとして参加し

ていただき、事前に配布した議題につき上記メン

バーのそれぞれの意見を交換した。 

特に会員減少の原因について話し合い、各自の

考えにはかなり隔たりがあると思われる部分もあ

るがおおむね次の様な協議内容でした。 

１．なぜ会員の減少が続くのかについて 

 経済情勢の変化と入会希望者の減少との関係に

ついてはやはり因果関係があり、入会候補者にゆ

とりがなく会費の負担もネックになっている。 

 ロータリークラブ及びロータリアンのステータ

スの低下については特に感じられないしステータ

ス云々と言った時勢ではない。 

 退会会員の後継者の入会がままならない。 

２．クラブ運営の上で必要とされる会員数について 

 ６０名程度が理想ではあるが少人数なりの運営

も可能性としては有るのではないか。地域の規模

に対するクラブ数、会員数については不明である

が現段階で藤枝南クラブとの合併は無理があり慎

重に検討するべきである。 

３．新会員の勧誘について 

 ロータリーのメリットは会員活動の結果生まれ

るべきものであり最初からメリットの有無が入会

の動機になるのはふさわしくなくその旨を説明し、

理解を求める必要がある。 

 

Ｅテーブル 

リーダー 

松葉 義之君 

発表 仲田 廣志君 

 

『会員増強について』 

メンバー：村松徳、杉浦、春原 

 藤枝と南との合併も視野に入れたい 

 会員１人１名推薦する事を義務付ける 

 年会費を安くする事も必要で不足分は夜間例会

等で会費徴収 

 以前テーブルメイトで家庭訪問等をして親交を

深めた事があるので取り入れたい 

 仕事上忙しい中（出張が多い）で出席が難しい

ので出席回数が少なくも認める 

 ロータリーの認知度が低くアピール不足、退会

によって負のアピールになっている。地道にア

ピールしていくしかない 

 新入会員部会に参加して意見 

週１回の出席は難しく会費が高い 

１年から３年で退会してしまう 

 

■第４２回藤枝市少年サッカーリーグ戦閉会式■ 

日時：平成１９年９月１７日（敬老の日） 
９：３０～１２：００ 

会場：藤枝市民グランドサッカー場 
＜出席者＞ 
村松英昭君 青島彰君 青島克郎君 仲田廣志君 
酒向謙次君 栗原毅君 
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（担当／春原）

 


